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入
院
時
食
事
療
養
費
と

歯
科
で
僅
か
な
引
き
上
げ

医
療
Ｄ
Ｘ
は
６
段
階
に
再
編

　

皆
様
お
元
気

で
す
か
。
患
者

減
や
物
価
高
の

影
響
に
よ
る
医

療
機
関
の
経
営

の
苦
境
が
報
道
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つ ば さ

さ
れ
て
い
ま
す
。
協
会
が
行
っ

た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
受

診
患
者
数
・
保
険
収
入
と
も

「
減
っ
た
」
と
の
回
答
が
最
も

多
く
、
こ
の
ま
ま
患
者
と
収
入

が
減
り
続
け
れ
ば
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
ど
こ
ろ
か
職
員
給
与
の

支
払
い
も
ま
ま
な
ら
ず
、
閉
院

を
選
択
す
る
医
療
機
関
が
増
加

す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。

　

原
因
の
大
元
は
、
少
子
化
に

よ
る
人
口
減
少
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
未
婚
化
・
晩
婚
化

に
よ
る
出
生
数
の
減
少
は
一
朝

一
夕
に
は
解
決
困
難
で
、
東
京

一
極
集
中
に
よ
る
地
方
の
人
口

減
少
に
伴
い
、
診
療
所
の
新
規

開
業
も
都
市
部
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
政
府
の
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」

の
推
進
に
よ
る
支
出
増
も
重
な

り
、
郡
部
で
医
療
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
の
閉
院
も
相

次
ぎ
、
無
医
地
区
・
無
歯
科
医

地
区
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
経
営
の
苦
境
に

よ
り
、
医
師
・
歯
科
医
師
は
、

本
来
最
も
重
視
す
べ
き
医
療
知

識
と
技
術
を
向
上
さ
せ
る
余
裕

す
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
長

引
く
医
薬
品
不
足
へ
の
対
応
も

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
を

疲
弊
さ
せ
て
い
ま
す
。
政
府
は

安
定
し
た
医
療
提
供
体
制
・
医

薬
品
提
供
体
制
を
、
国
民
の
た

め
に
一
日
も
早
く
再
構
築
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
身
の

医
療
費
抑
制
政
策
の
結
果
招
い

た
医
療
崩
壊
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
一
日
も
早
く
政
策
転
換

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｇ
）

TOPICS３　月　号   

２面…保団連代議員会報告

３面…保険診療確認事項リスト（医科）

４面…経過措置中の施設基準（歯科）

５面…ライオンの街と旅心

６面…会員訪問

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
は
、「
入
院
時
の

食
費
基
準
の
見
直
し
」、「
歯
科

衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
業
務
の

評
価
の
見
直
し
」
な
ど
の
期
中

改
定
と
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体

制
整
備
加
算
の
取
扱
い
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
、
福
岡
資
麿
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
の
諮
問
に
対

し
答
申
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
次
の
３
項
目
に

つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
期
中

改
定
が
実
施
さ
れ
る
。

①�

入
院
時
の
食
費
基
準
額
→
１

食
当
た
り
20
円
引
き
上
げ

②�

口
腔
機
能
指
導
加
算
→
２
点

引
き
上
げ
、
歯
科
技
工
士
連

携
加
算
→
10
点
引
き
上
げ

③�

特
定
薬
剤
管
理
指
導
加
算
→

５
点
引
き
上
げ（
調
剤
報
酬
）

　

入
院
時
の
食
費
の
基
準
額

は
、
昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
で

１
食
当
た
り
30
円
の
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
食
材

費
等
の
高
騰
が
更
に
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
医
療
の
一
環
と

し
て
提
供
さ
れ
る
べ
き
食
事
の

質
を
確
保
す
る
」
と
し
、
１
食

当
た
り
の
入
院
時
の
食
費
基
準

額
を
更
に
20
円
引
き
上
げ
る
。

　

高
齢
化
に
よ
り
歯
科
診
療
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
な

か
、
よ
り
専
門
的
な
業
務
を
行

う
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士

を
確
保
し
、
限
ら
れ
た
人
材
で

歯
科
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す

る
た
め
、
口
腔
機
能
指
導
加
算

お
よ
び
歯
科
技
工
士
連
携
加
算

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
歯
科
衛

生
士
・
歯
科
技
工
士
の
待
遇
改

善
、
賃
上
げ
を
目
的
と
し
た
改

定
と
言
え
る
。

　

「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備

加
算
」
お
よ
び
「
在
宅
医
療
Ｄ

Ｘ
情
報
活
用
加
算
」
は
、
電
子

処
方
箋
を
導
入
し
て
い
な
い
場

合
の
点
数
が
新
設
さ
れ
た
。
適

用
は
４
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の

半
年
間
と
な
る
見
通
し
。
こ
れ

ら
の
点
数
は
電
子
処
方
箋
の
導

入
が
施
設
基
準
に
定
め
ら
れ
て

お
り
、
今
年
３
月
末
ま
で
の
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

電
子
処
方
箋
を
導
入
し
て
い
な

い
場
合
の
点
数
新
設
に
よ
り
、

３
月
末
ま
で
に
急
い
で
電
子
処

方
箋
の
導
入
を
行
う
必
要
は
な

く
な
る
。
医
療
機
関
で
の
対
応

は
慎
重
に
判
断
い
た
だ
き
た

い
。（
３
面
に
疑
義
解
釈
掲
載
）

在宅医療ＤＸ情報活用加算（2025年４月１日適用）

電子処方箋

導入済み

電子処方箋

未導入

加算１

（医科11点・歯科９点）

加算２

（医科９点・歯科８点）

医療ＤＸ推進体制整備加算（2025年４月１日適用）
　電子処方箋　導入済み

点　数 マイナ保険証利用率（※１）
加算１（医科12点・歯科11点） 45％
加算２（医科11点・歯科10点） 30％
加算３（医科10点・歯科８点） 　　　　15％（※２）

　電子処方箋　未導入

点　数 マイナ保険証利用率（※１）
加算４（医科10点・歯科９点） 45％
加算５（医科９点・歯科８点） 30％
加算６（医科８点・歯科６点） 　　　　15％（※２）

※１ 　従前どおり算定月の３～５月前の利用率（例：４月算定なら11・12・１月のいずれか）となる。
※２ 　小児科外来診療料を算定している医療機関であって、かつ前年（2024年１月１日～ 12月31日

まで）の延べ外来患者数のうち６歳未満の患者の割合が３割以上の医療機関は、2025年４月～９
月までの間に限り「15％」は「12％」とすることが可能だが、2025年４月１日までに新たな様式
による届け出が必要。

入院時の食費基準の見直し

歯科衛生士・歯科技工士業務の評価の見直し

2024年12月25日　第601回中医協資料より

○評価の見直しの具体
（現行）歯科衛生実地指導料　口腔機能指導加算　10点　  （見直し案）12点（＋２点）
［主な算定要件］
　煙�口腔機能の発達不全を有する患者又は口腔機能の低下を来している患者に対して、主治の歯科

医師の指示を受けた歯科衛生士が、実地指導と併せて口腔機能に係る指導を行った場合は、口
腔機能指導加算として所定点数に加算する。

（現行）歯科技工士連携加算１（印象採得）　　　50点　  （見直し案）60点（＋10点）
（現行）歯科技工士連携加算２（印象採得）　　　70点　  （見直し案）80点（＋10点）
　　　　※咬合採得及び仮床試適の同加算についても同様の評価の見直しを行う。
［主な算定要件］
　煙 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療

機関において、レジン前装金属冠、レジン前装チタン冠又はＣＡＤ／ＣＡＭ冠を製作すること
を目的として、前歯部の印象採得を行うに当たって、歯科医師が歯科技工士とともに対面で色
調採得及び口腔内の確認等を行い、当該補綴物の製作に活用した場合には、歯科技工士連携加
算１として所定点数に加算する。ただし、同時に２以上の補綴物の製作を目的とした印象採得
を行った場合であっても、歯科技工士連携加算１は１回として算定する。

　煙 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療
機関において、レジン前装金属冠、レジン前装チタン冠又はＣＡＤ／ＣＡＭ冠を製作すること
を目的として、前歯部の印象採得を行うに当たって、歯科医師が歯科技工士とともに情報通信
機器を用いて色調採得及び口腔内の確認等を行い、当該補綴物の製作に活用した場合には、歯
科技工士連携加算２として所定点数に加算する。ただし、同時に２以上の補綴物の製作を目的
とした印象採得を行った場合であっても、歯科技工士連携加算２は１回として算定する。

食事療養及び生活療養の費用額算定表
第一　食事療養　　　　　　　　　　　　　　　　（現行）　　（見直し案）
１　入院時食事療養（Ⅰ）（１食につき）
　⑴　⑵以外の食事療養を行う場合　　　　　　　　670円　 　690円
　⑵　流動食のみを提供する場合　　　　　　　　　605円　 　625円
２　入院時食事療養（Ⅱ）（１食につき）
　⑴　⑵以外の食事療養を行う場合　　　　　　　　536円　 　556円
　⑵　流動食のみを提供する場合　　　　　　　　　490円　 　510円
第二　生活療養
１　入院時生活療養（Ⅰ）
　⑴�　健康保険法第六十三条第二項第二号イ及び高齢者の医療の確保に関する法律第六十四条第二

項第二号イに掲げる療養（以下「食事の提供たる療養」という。）（１食につき）
　　イ　ロ以外の食事の提供たる療養を行う場合　　584円　 　604円
　　ロ　流動食のみを提供する場合　　　　　　　　530円　 　550円
２　入院時生活療養（Ⅱ）
　⑴　食事の提供たる療養（１食につき）　　　　　450円　 　470円

４
月
か
ら
診
療
報
酬
期
中
改
定


